[bookmark: _Hlk164713247]霊夢：ねえ魔理沙、最近物騒な未来について聞くけど、私、世界が滅亡するまでには、
世界三大料理を食べておきたいわ

魔理沙：ほう、世界三大料理といったら中国料理・フランス料理・トルコ料理だな。確かに食べてみたくはあるよな

霊夢：なかなか選べないけど、今興味があるのはトルコ料理なのよね。あんまり食べたことがない気がするけど、ヨーロッパとアジアの文化が混ざる国の料理なんて、素敵じゃない？

魔理沙：トルコは歴史も長いからな、ぜひトルコに行って、遺跡観光しながら食べてみたいものだな

霊夢：そうよね。トルコってカッパドキアとか、行ってみたい遺跡はたくさんあるわね

魔理沙：霊夢はトルコのハットゥシャって知ってるか？

霊夢：え？ハットゥシャ？あら、正直聞いたことないわ。なんなのそれ。美味しいの？

魔理沙：食べ物じゃないよ…。よし、今日はトルコの超古代遺跡『ハットゥシャ』につい　　　て解説していこう！

霊夢：それでは

霊夢・魔理沙：ゆっくりしていってね！

霊夢：ハットゥシャっていうのは、遺跡の名前なの？

魔理沙：そうだな。1834年に発見された、ヒッタイト帝国の首都、それが『ハットゥシャ』
なんだ。場所は現在ではボアズキョイと呼ばれる場所にあったんだ

霊夢：むむ。1834年には見つかっていたのね？でも、あんまり聞かないのはどうしてかし
ら？

魔理沙：確かにそう思うよな。ハットゥシャがトルコの中心部から、かなり人里離れた場
所にあって、価値が認められるまでに、けっこうな時間がかかったからなんだ

霊夢：ふむふむ。調べに行くのにも時間がかかる、大変な場所だったってことね

魔理沙：そうなんだ。このハットゥシャは紀元前17世紀 - 紀元前13世紀に繁栄したヒッ
タイト帝国の都だということが、今ではわかっているんだ。

霊夢：ええ？そんな古代の都市だったの？それじゃあ、色々調べて特定するのも、きっと
大変だったでしょうね。

魔理沙：それで時間がかかったのもな。でも遺跡は1986年にユネスコが世界遺産に登録し
たっていうからその価値は計り知れないんだぜ

霊夢：ええ！世界遺産になったのね、それはすごいわ！ハットゥシャには、どんな特徴
があるの？

魔理沙：この遺跡はな、ヒッタイト帝国の高度な文明を、今に伝えるものがたくさん残っ
ているんだ。

霊夢：へえ～。どんなものがあったの？教えて教えて
魔理沙：都には城壁、城門、王宮、神殿などの遺構が残っていて、また多数の楔形文字、
象形文字を記した粘土板も発見され、それらを解読することでヒッタイト王国の歴史が明
らかになったんだ。複雑な都市計画のもと造成されたことがわかってきたんだ。

霊夢：都市計画まで？その時代に都市として、考えて建てられた国なのねそれが今でも残
ってるなんてすごいことね！

魔理沙：他には特に『獅子の門』とか『王の門』が有名で、これらの建造物から、ヒッタ
イト人の技術力の高さが伺えるんだ。

霊夢：ふえー。なんだか名前からして凄そうな門ね。やっぱり巨大な建造物だったのかし
ら？

魔理沙：そこは、時代を考えると、巨大な遺跡といって良いだろうな。まず獅子の門は、
ハットゥシャの上市の西部にあって、その名の通り２頭の巨大な獅子の彫刻が施されてい
ているんだ。この獅子は門の守護者とされていて、悪霊の侵入を阻止する象徴的な意味を
持っていたんだ

霊夢：ふむふむ、魔除けの門てわけね。なんだか神社の狛犬みたいね。

魔理沙：そうだな、魔除けの意味合いではにているな。具体的な大きさは高さ２メート、
幅1.5メートルで、大きな石材から掘り出されたものなんだ。

霊夢：わぁ1個の石材から掘り出されたんだ、すごいわね！それは今でもみられるの？

魔理沙：それが、1部の獅子彫刻は損傷が激しくて、完全な形では残っていないんだ。
それでも、修復されて残された部分だけ見ても、迫力とインパクトはあるんだぜ

霊夢：いいわね、いいわね。当時の名残があるのね！それで、王の門はどうなのかしら？

魔理沙：王の門は獅子の門に対して、ハットゥシャの下市の東部にあるんだ。門には戦闘
シーン浮き彫りが施されているんだ。他にも王や神々の姿を表現していて、ヒッタイトの
権力と宗教的信念が象徴しているといわれているんだ

霊夢：へえ～、じゃあ、こっちの門もやっぱり大きいのかしら

魔理沙：そうだぜ。門自体の高さは約４メートルで、幅か３メートルあるんだ。浮き彫り
の部分だけでも約1.2メートル×約0.8メートルの大きさなんだ

霊夢：ほえー。獅子の門よりも大きいのね。それは？今でも見られるの？

魔理沙：オリジナルの浮き彫りは、アンカラの博物館に保存されているが、遺跡には
そっくりに作ったレプリカが置いてあるから、見応えはあると思うぜ

霊夢：いいわね。古代遺跡探索って感じが味わえるのね

魔理沙：これらの門は、ハットゥシャ遺跡を見学する際の、ハイライトだからな。古代ヒ
ッタイトの建築技術や芸術の粋を集めたもので、それぞれの門がもつ歴史的な意味や象徴的な意味合いは、ヒッタイト文化を今の伝える重要な要素を果たしているんだ　

霊夢：なるほどー。それはかなり重要な役割よね

魔理沙：他にも、彼らは巨石を使って重厚な門や壁を作っていたし、水管理の技術もか
なり進んでいて、大規模な貯水施設も発見されているんだ

霊夢：それはすごいわね！その時代に、水に困らないような技術を持っていたなんて、び
っくりだわ。本当に考えられた都市だったのね。

魔理沙：だろう？ハットゥシャの発掘調査で見つかった、多くの遺跡がヒッタイト人の
知識と技術を今に伝えているんだ。

霊夢：うわぁー。それが紀元前17世紀の話って思うと、信じられないくらいね

魔理沙：だがな、ここで驚くのはまだ早いんだぜ。ハットゥシャ遺跡からは、もっと信じ
られないものが発見されているんだ

霊夢：え？さらに驚くもの？　もったいぶらないで早く教えてよ魔理沙

魔理沙：まあまあ、それはな最も注目すべきは、ヒッタイト帝国よりも何千年も前の世界
最古の人工鉄なんだぜ！

霊夢：えええ！！それはすごいわ！製鉄の技術がもうその時代にあったっていうことな
の？詳しく教えて

魔理沙：日本の調査隊が発掘作業中に、紀元前3200年の層から、鉄の塊を発見したんだ。
この鉄は、明らかに人工的に作られたもので、ヒッタイト帝国が鉄製品を作り出すよりも、ずっと古い時代のものだったんだ

霊夢：そんな時代にすでに鉄を使っていたなんて、歴史を塗り替えちゃうんじゃない？
この発見はいったいどんな影響を及ぼすのかしら

魔理沙：そうだな、この発見によって、鉄の使用が始まったとされる時期と、技術の拡散
について、学会でも議論が活発になったんだ。ヒッタイト帝国が『鉄と軽戦車で覇を唱え
た』とされる前の、もっと古い時代にも高度な金属加工技術が存在していたってことにな
るからな

霊夢：そうよね、私たちが知っている歴史が変わっちゃうわよね。すごい発見だわ

魔理沙：ヒッタイトにはアニッタという、初期の時期で重要な王がいたんだ。彼の治世は
ヒッタイト文明の基礎を築いたとされている。

霊夢：ふえー。そんなすごい王様がいたの？

魔理沙：そうなんだ。アニッタはネサ（現代のカーニシュ）の支配者としてしられていて、
古代文書にも記録されているんだぜ。アニッタはハットゥシャを含む多くの都市を征服し、
中央アナトリアでのヒッタイトの影響力を広げ、彼の政治的な野心を軍事的な才能は、周
辺地域にまで広まっていたんだ

霊夢：へえ。それはかなり強そうな王様ね。この時にはもう、製鐵技術は始まっていた
の？

魔理沙：そう、アニッタの槍を持っていて、これが彼の軍事力の象徴だったんだ

霊夢：槍！それは製鉄技術がないと作れないわよね！

魔理沙：槍先には、アッカド語で『アニッタの宮殿』と刻まれていることが、発掘調査で
わかっているんだ。この槍は、現在もヒッタイト文明の重要な遺物として評価されているんだぜ

霊夢：わわっ。もっと簡単な工具とか農具とかを作っていると思っていたけど、武器を作れるような技術だったのね。驚きだわ。

魔理沙：彼の統治スタイルと軍事戦略は、中央アナトリアにおけるヒッタイトの支配を
確立する上で、その影響は数世紀にわたって続いたんだ。

霊夢：武器も作れるで、戦略にもたけてる王様なんて、それは頼もしいわね。

【ヤズルカヤの神秘 - 岩の聖所の秘密】

魔理沙：古代文明、しかもこれだけの超古代文明となると、宗教も気にならないか？

霊夢：あぁそうね。これくらい古代の神様になると、それぞれの文化に独自の神様がいる
のもおもしろいのよね。どんな神様だったの？

魔理沙：まず、その神を祀っていたとされる、神聖な場所について先に説明しておこうか

霊夢：ふむふむ。やっぱり住居となる都市とは、ちょっと離れたところに神殿は建てるのね
魔理沙：ハットゥシャ東からに３kmのところに、ヤズルカヤと呼ばれる、岩の聖所があるんだ。

霊夢：岩の聖所って、どういうところなの？

魔理沙：そこはな、元々自然の岩を利用した屋外の祈祷場で、後に神殿が建立されたんだ。
ヤズルカヤの岩壁には、66の構図で神々の行進が彫られていて、右手に女神、左手に男神
が表現されているんだぜ。

霊夢：ええっ。66の構図ってずいぶん凝っているわね。神々の行進って、どんな神々が描
かれているの？

魔理沙：主には天候の神『テシュブ』とその妻である『ヘパト』が中央で向かい合って表
現されているんだ。へパトの後ろには豹に乗った息子『シャッルマ』もいるんだ。さらに、
トゥドゥハリヤ４世や双頭の鷲の翼に触れる、双子の女神などが彫られているんだぜ

霊夢：それはすごいわけ、かなり豪華な神々の行進なのね。でも、なぜそんなにも多くの
神様が一か所に彫られていたのかしら？

魔理沙：ヤズルカヤはヒッタイトの、宗教的な場所で、多くの神様が祀られていたからな
んだ

霊夢：なるほどね。全てが信仰の対象の多神教だったっていうわけね

魔理沙：そういうことだな。この場所はヒッタイト人にとって非常に重要な祈りの場で、
宗教的な儀式が行われていた場所なんだ

霊夢：へえ～、それにしても、自然の岩を使ってそんな複雑なレリーフを作っちゃうなん
て、それもすごい技術ね

魔理沙：そうだな。これらのレリーフは、ヒッタイト人の芸術性と宗教観の融合が深く反
映されているんだな

霊夢：戦術だけじゃなくて、芸術にも優れてたなんて、すごいわね！

魔理沙：ヤズルカヤのレリーフには、ヒッタイト文化の宗教的な背景が反映されているん
だが、彼らの神話と祭儀も物語っているんだぜ

霊夢：そうなの？すごくおもしろそう！ヒッタイトの神々にはどんな意味があったのかしら
魔理沙：ヒッタイト人にとって、神々は自然現象や国家の運命を司る存在だったんだ。例えばテシュブと雷と嵐の神で、王権の正当性を保証する役割を担っていたんだぜ

霊夢：ええっ、雷と嵐の神様が、王の権力を象徴していたの？それってなんだか、神様と人間の距離が近くて、すごくワクワクする発想ね

魔理沙：だよな。さらにこれらの神々は、「ヒッタイト帝国の政治的なアイコンとしても
機能していたんだ。宗教的な儀式は、国家の安定や繁栄を願う大規模なものだったんだぜ

霊夢：ふーむ。お祭りや儀式が政治にも影響を与えるなんて、ヒッタイト帝国はおもしろ
い文化だったのね

魔理沙：ああ、その通りだぜ。ヤズルカヤの岩の彫刻は、ただのアートってだけじゃなく、
彼らの生活や信仰、政治にまで深く関わっているんだ。これがヒッタイト文明を今に伝える貴重な資料となっているんだ

霊夢：もっと色々わかってくれば、また沢山おもしろいことがわかりそうね。ドキドキす
るわ

【カデシュの条約 - 古代エジプトとヒッタイト帝国の外交の傑作】

魔理沙：お次は、もう一つ世界の最古といわれる話だぜ

霊夢：むむむ。他にも世界最古があるの？何が発見されたのかしら

魔理沙：これは古代エジプトとヒッタイト帝国の間で結ばれた『カデシュの条約』につい
てなんだ

霊夢：ええ？『条約』？って、国同士のってこと？

魔理沙：そうなんだ、これは、世界で最も古い平和条約だと言われているんだ

霊夢：うそー、世界最古の平和条約？いったいどんな内容だったの？

魔理沙：それはな、紀元前1274年頃、エジプトのラムセス２世とヒッタイトのムワタリ２　
世が、長引く争いを終結させるために、この条約を結んだんだよ。両国間の国境線の確立や、相互支援の約束、さらにはお互いの国が裏切った場合についての引き渡しまでも取り決めされたものだったんだぜ

霊夢：それはすごいね！ものすごいしっかりとした内容ね。それで、戦争を終結させたな
んて両国ともすごいわ！平和が一番だもの

魔理沙：まぁ、そこまでの道のりは、簡単ではなかったんだけどな

霊夢：へえ、どの条約はどうやって結ばれたの？

魔理沙：実はな、エジプトの王妃アンケセナーメンがヒッタイト王に助けを求めたことが
きっかけだったんだ。彼女は夫であるツタンカーメンが死んだ後、政治的な安定を求めて
ヒッタイト王の息子と結婚を提案したんだよ

霊夢：なかなか決意ある行動ね。それでどうなったの？

魔理沙：ヒッタイト王は息子のザナンザをエジプトへ送ったんだ。でも、不幸にも彼は途
中で暗殺されてしまったんだ。

霊夢：ひえぇ。荒れそうな予感じゃないの。どうなったの？

魔理沙：これで両国の緊張が高まったんだけど、結局は平和を選んで条約が結ばれたんだ
ぜ

霊夢：良かったぁ、両国ともザナンザさんの存在を無にしない、賢い方法を選んでくれた
のね。平和のためには、大変な努力が必要だったわよね。そういう背景があったなんてな
んか感動しちゃうわ

魔理沙：そういうことだな。この条約は、今でも世界平和の象徴として語り継がれている
んだ。

【ヒッタイト帝国の衰退とその遺産】

霊夢：でも、そこまで栄えたヒッタイト帝国は、どうしてなくなってしまったの？

魔理沙：その疑問は鋭いな。ヒッタイト帝国は紀元前1200年頃に突然衰退を迎えるんだ
が、その原因は何だったと思う？

霊夢：ええ？突然の衰退？そんな急なら、大きな理由よね。災害とかかしら？

魔理沙：災害ではないが、確かに急で大きな出来事だったんだ。

霊夢：え？なになに？どういうこと何が起こったの？

魔理沙：一説には『海の民』と呼ばれる、謎の集団の侵攻が原因だと言われているんだ。

霊夢：『海の民』？それは海から来たってこと？初めて聞いたわ。

魔理沙：実はな、その正体は未だに明確になってないんだ。

霊夢：ええ？海の民に滅ぼされたのはわかっているのに、海の民の正体はわかっていない
の？そんな不思議なことある？

魔理沙：考古学の世界じゃ、推論はたくさんでても『こうだった』と確実にすることは
難しいことも多いからな、これもその一つなんだ。でも、彼らの侵入によって、ヒッタイト帝国は多面的な圧力にさらされて、最終的には内部からも崩れ始めたて崩壊していったんだ

霊夢：歴史の一部に謎を残して消えていったのね。でも、遺産は残っていたってことよ
ね？

魔理沙：霊夢の言う通りだ。ヒッタイトの衰退後、その文化や技術は新ヒッタイトとして
生き続け、中東各地に広まったんだ。特に彼らの石彫り技術や法典は、後の文明に大きな
影響を与えたんだ

霊夢：そうなんだ。文化って国がなくなっても残るものなのね。なんかすごいわ

魔理沙：まさにだな。ヒッタイトの遺跡からは、たくさんの粘土板が発掘されていて、そ
の中には世界最古の平和条約であるカデシュの条約の記録も含まれていたんだ

霊夢：わぁ。世界最古の平和条約の記録が残されていたなんて、すごく平和の象徴みたい
で素敵な話だわ。ヒッタイトって本当にすごい文明だったのね

魔理沙：ああ、その通りだぜ、中でもその中心の都だったハットゥシャの文化や、遺跡や
統治されていた様子は、今でも私たちに多くの知識や文化を与え続けているんだからな

【ＥＤ】
霊夢：トルコって、色んな遺跡があるけど、まだ知らない場所はたくさんありそうね

魔理沙：世界各国、地球上まだまだ知らないこと、見つけられてないものや文化はたくさんあるかもしれないぜ

霊夢：それは確かにそうね。これから見つかるものもあるかもしれないってことね

魔理沙：そう考えると、過去も未来もドキドキしないか？

霊夢：まずは私は、まだ見知らぬ食文化のドキドキしてるわ、過去の文化に思いを馳せながら、未知の味を堪能するのよ

魔理沙：霊夢らしいな。でも、どんな角度からでもまだ知らない世界に、興味を持つ楽しみがあるって最高だよな

霊夢：うんうん。それは私も大賛成よ

魔理沙：今日はみんな、どんな感想を持ってくれたかな

霊夢：コメントに残してくれると嬉しいわ

霊夢＆魔理沙ご視聴ありがとうございました！
